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資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す

る
今
日
の
便
利
で
豊
か
な
生
活
は
、
地
球

環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
球
の
忍
耐
も
限
界
に
達
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
を
守
り
、
秋
田
市
の
恵
ま
れ

た
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
環
境
に

つ
い
て
…
。
そ
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
…
。

平
成
九
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」。
び
ん
、
か
ん
、

紙
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
家
庭
ご
み

の
六
割
を
占
め
て
い
た
容
器
包
装
廃
棄
物

を
資
源
と
し
て
再
利
用
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
以
前
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
は
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
よ
り
消

費
者
・
市
町
村
・
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、

分
別
排
出
・
収
集
な
ど
の
役
割
が
は
っ
き

り
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
で
も
、
び
ん
、
か
ん
、
紙
類
に

加
え
、
昨
年
四
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

分
別
収
集
を
ス
タ
ー
ト
。
一
年
間
に
家
庭

か
ら
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
六
二

九
㌧
に
も
な
り
ま
し
た
。
一
時
は
在
庫
が

膨
ら
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
す
べ
て
引
き
取
ら
れ
、
資
源
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
に
よ

り
、
昨
年
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
量
は
前

年
に
比
べ
七
〇
〇
㌧
以
上
も
減
り
、
埋
め

02

人
に
も
地
球
に
も

や
さ
し
い
あ
き
た
で
い
た
い
。

来
年
か
ら
は

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
も

この自然いつまでも、地球にやさしい風とともに…向浜の風力発電機　　　 撮影：時田健一さん(川元むつみ町)

わ
た
し
た
ち
の
秋
田
市
は
、
東
に
太
平
山
、
西
に

日
本
海
、
市
内
を
流
れ
る
旭
川
や
雄
物
川
。
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

21
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
環
境
」



立
て
地
の
節
約
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
四
月
か
ら
は
「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
、
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
電

気
冷
蔵
庫
・
電
気
洗
濯
機
の
四
つ
で
、
こ

れ
ら
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
効
率
も
上

げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
し
だ
い
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
、
地
球
の
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
、
酸
性
雨
、
海
洋
汚
染
、
野
生
生
物
の

減
少
な
ど
、
地
球
環
境
が
世
界
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
地
球
温
暖
化

は
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
は
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
、
地
球
を
暖
め
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
原
因
。
温
暖
化
が
進
み
地
球
の
気
温
が

上
が
る
と
、
極
地
の
氷
が
解
け
海
面
が
上

昇
し
た
り
、
異
常
気
象
が
増
え
た
り
、
人

間
社
会
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は
平

均
気
温
が
二
度
、
海
面
は
五
十
㌢
上
昇
す

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
県
で
は
、

大
部
分
の
砂
浜
が
消
滅
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
前
に
、
今
の

う
ち
か
ら
き
ち
ん
と
し
た
対
策
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
使
う
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
節
約
は
、
石
油
を
は
じ
め
、

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
限
り
あ
る
資
源
の

節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
放

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
も
減
り
、
環

境
へ
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
遣
い
は
、
資
源
の
節
約
に
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、

地
球
の
温
暖
化
や
大
気
汚
染
、
酸
性
雨
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

旧
秋
田
空
港
跡
地
に
そ
び
え
立
つ
巨
大

な
風
車(

写
真)

。
(株)
秋
田
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー

研
究
所
の
風
力
発
電
機
で
す
。
現
在
は
二

機
で
す
が
、
今
年
十
月
に
は
新
た
に
八
機

が
増
設
さ
れ
る
予
定
で
、
合
計
十
機
で
年

間
に
一
般
家
庭
約
五
千
世
帯
分
の
電
気
を

生
み
出
し
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
環
境
」。

地
球
環
境
を
考
え
る
大
き
な
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

地
球
の
た
め
に
。
自
分
の
た
め
に
。
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大
き
な
風
が
吹
い
て
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
は

環
境
へ
の
や
さ
し
い
配
慮

環境保全課q(８６６)２０７５

環境基準

山王(市役所)

土崎(土崎支所)

新屋(新屋支所)

上新城

太　平

添　川

飯島堀川

将軍野

茨　島

仁井田

0.04ppm以下

0.009ppm
0.007

0.005

0.004

0.004

0.004

0.014

0.008

0.018

0.003

0.06ppm以下

0.029ppm
0.028

0.024

0.015

0.016

0.042

0.021

0.10㎎／K

0.045㎎／K
0.049

0.041

0.048

0.039
0.046

0.049
0.049

0.070

0.042
※数値は、毎日の平均値から算出した、環境基
準と比較するための値。ppmは100万分の１

■市内10地点の大気の測定結果(平成10年度)

測定地点 二酸化硫黄 浮遊粒子状物質 二酸化窒素

秋田市環境部では、１年中休むこと
なく、大気や水質、騒音などの状態を
測定しています。その中から今回は、
大気の状態について見てみました。

●秋田市の環境状態は？

大気汚染の調査地点は市内11か所(今年４
月から広面を追加)。２メートルほどの高さ
の所の空気を採取し、24時間、呼吸器疾患
や光化学スモッグなどの原因となる二酸化
硫黄や浮遊粒子状物質、窒素酸化物などの
測定をしています。
測定結果は下表のとおり。いずれも茨島

地区の数値が他よりやや高くなっているも
のの、10か所とも法定の環境基準を下回っ
ており、秋田市の大気はおおむね良好な状
態といえます。
また、これ以外にも酸性雨やダイオキシ

ン類などについても調査し、大気環境を監
視しています。

大気市内11地点で24時間監視

測定データをインターネットで
「秋田市環境監視情報システム」により、イ
ンターネットで市内11地点の大気の測定結果
がご覧になれます。風速、風向きも地図上で
一目でわかります。データは１時間ごとに更
新され、リアルタイムの情報がご覧いただけ
ます。仕事や日常生活にご利用ください。
秋田市ホームページ■http://www.city.akita.akita.jp/

問い合わせ

桜と残雪の太平山(一つ森公園で)



１
恵
み
豊
か
な
環
境
を
確
保
し
、
将
来

の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

２
人
と
自
然
と
が
健
全
に
共
生
し
て

い
く

３
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
、
持
続
的

な
発
展
が
可
能
な
社
会
を
築
い
て
い

く
４
地
球
環
境
の
保
全
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く

●
市
の
責
務

・
環
境
の
保
全
お
よ
び
創
造
に
関
す
る
基
本

的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
、実
施

す
る

●
事
業
者
の
責
務

・
公
害
を
防
止
し
、
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

・
製
品
等
の
製
造
・
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
つ
と
め
る

・
自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
市
の
施
策
に
協
力
す
る

●
市
民
の
責
務

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省
資
源
、
ご
み
の
減

量
等
に
よ
り
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減

す
る

・
自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
市
の
施
策
に
協
力
す
る

04

みんなで考える21世紀の環境
～秋田市環境基本計画にみなさんの声を～

市では、みなさんのご意見を環境基
本計画に反映させたいと考えています。
良好な環境を21世紀に引き継ぎ、より
快適な暮らしを築いていくため、率直
なご意見や情報をお寄せください。
例) ■環境目標や環境指標について

■目標を達成するために市民・事業

者がとるべき行動

■地域に残すべき環境、創るべき環境

■市・事業者・市民が協働で計画を

推進していくための仕組みなど

●お問い合わせやご意見は…
６月末まで環境保全課計画担当へ

どうぞ。電話やファクス、Ｅメール
でも受け付けます。
〒011-0901秋田市寺内字蛭根85-4
q(866)2075  FAX(866)2078
Ｅメール ro-evpl@city.akita.akita.jp

環境への思いを
お寄せください

環
境
を
守
り
、
創
る

大
切
な
計
画
で
す

基

本

理

念

条
例
で
は
、
市
・
事
業
者
・
市
民

の
果
た
す
役
割
が
、

明
確
に
な
っ
て
い
ま
す

パンフレットをさしあげます
基本計画策定に向け、パンフレット
を作成しました。秋田市の環境の現状
や市民の意識調査、計画の基本構想を
16頁にまとめたものです。ご希望のか
たにさしあげます。環境保全課へどう
ぞ。

申し込み 環境保全課q(８６６)２０７５

秋
田
市
環
境
基
本
条
例

秋
田
市
は
昨
年
三
月
、「
秋
田
市
環
境
基

本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
市
民
が
い

き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
恵
み
豊
か

な
環
境
を
確
保
し
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
も

の
と
し
て
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
策
定
す
る
「
秋
田
市
環
境
基

本
計
画
」
は
、
こ
の
条
例
の
基
本
理
念
の

実
現
に
向
け
て
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
、
環
境
を
守
り
、
創
る
た
め
の
目
標
や

施
策
の
方
向
を
示
す
大
切
な
計
画
で
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
計
画

は
秋
田
市
環
境
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、

今
年
度
中
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。



愛
犬
の
排
泄
物
を
ご
み
に
出
す
こ
と
に

抵
抗
を
感
じ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
堆

肥
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

畑
に
穴
を
掘
っ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
を
置
き
、

犬
の
ふ
ん
を
入
れ
て
、
自
家
精
米
で
で
た

米
ぬ
か
と
発
酵
補
助
剤
の
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を

混
ぜ
て
お
く
だ
け
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

ら
場
所
を
移
動
し
ま
す
。
臭
い
が
す
る
の

で
、
住
宅
密
集
地
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ほ
か
に
も
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
食
品
ト
レ

イ
、
包
装
紙
や
封
筒
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
な
ど
で
き
る
限
り
リ
サ
イ
ク
ル
。

親
子
四
人
で
す
が
、
ご
み
は
一
週
間
で
市

販
の
ご
み
袋
一
つ
だ
け
。
最
近
で
は
家
族

も
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

狭
い
場
所
で
も
使
え
る
よ
う
、
ポ
リ
バ

ケ
ツ
で
手
作
り
の
堆
肥
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
、

生
ご
み
、
雑
草
、
枯
れ
た
草
花
な
ど
を
使

っ
て
堆
肥
に
し
て
い
ま
す
。
発
酵
を
促
す

た
め
米
ぬ
か
や
木
酢
液
、
嫌
気
性
の
微
生

物
発
酵
剤
を
混
ぜ
ま
す
。
バ
ケ
ツ
の
そ
こ

に
ホ
ー
ス
を
差
し
水
気
を
抜
く
の
が
ポ
イ

ン
ト
。
臭
い
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
二
、

三
か
月
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
プ
ラ

ン
タ
ー
の
草
花
や
野
菜
に
使
っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
の
花
な
ん
か
楽
し
み
で
す
ね
。

園
芸
が
好
き
な
の
で
、
本
を
読
ん
で
工

夫
し
な
が
ら
、
楽
し
く
無
理
し
な
い
で
続

け
て
い
ま
す
。
子
供
と
一
緒
に
種
を
ま
い

た
り
ね
。
軒
先
に
巣
を
造
っ
た
ツ
バ
メ
の

ふ
ん
も
一
緒
に
堆
肥
に
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

金
足
西
小
学
校
で
は
、
平
成
五
年
か
ら

毎
年
四
年
生
を
対
象
に
環
境
学
習
を
と
り

い
れ
、
施
設
見
学
や
地
域
活
動
な
ど
で
、

環
境
へ
の
興
味
と
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
何
年
か
し
た
ら
ご
み
の
埋
め
立
て
地
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
聞
き
、
な
る
べ
く
リ

サ
イ
ク
ル
へ
」
と
佐
藤
真
衣
さ
ん
。

佐
藤
麻
莉
菜
さ
ん
は
「
み
そ
汁
、
油
な

ど
そ
の
ま
ま
流
す
と
水
が
汚
れ
ま
す
。
食

事
も
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

「
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
と
き
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
ア
ル
ミ
缶
。
学
校
で
も
集
め
て

い
る
し
ね
」
と
和
田
く
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
。

「
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ト
レ
イ
は
ス
ー
パ
ー
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
お
も
し
ろ
い
し
、
環

境
に
も
い
い
か
ら
」
と
泉
く
ん
。

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
」。
四
人
は
声
を

そ
ろ
え
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

05 広報あきた　５月26日号

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す

「できることから一つずつ」と高橋さん

「楽しく無理なくが秘けつ」と中田さん

リサイクル作品を手に、右から泉くん、
佐藤(真)さん、和田くん、佐藤(麻)さん

(金足西小５年)

高
橋
敦
子
さ
ん(

飯
島
鼠
田
二
丁
目)

中
田
元
さ
ん(

手
形
か
ら
み
田)

泉
翔
太
く
ん
、
佐
藤
真
衣
さ
ん

和
田
龍
彦
く
ん
、
佐
藤
麻
莉
菜
さ
ん

愛
犬
の
フ
ン
を
ぜ
ん
ぶ

堆
肥
に
し
て
い
ま
す

生
ご
み
や
雑
草
を

ポ
リ
バ
ケ
ツ
で
堆
肥
に

21
世
紀
の
環
境
は

ぼ
く
た
ち
に
ま
か
せ
て

ホタルマップをさしあげます

平成11年版秋田市ホタルマップを作成しまし
た。希望するかたにさしあげます。市役所本庁、
土崎支所、新屋支所、環境部へどうぞ。

環境保全課q(８６６)２０７５

● 特集 環境を考えよう
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各
家
庭
か
ら
下
水
道
本
管
に
接
続

す
る
場
合
、
申
請
す
る
と
私
道
で
も

市
が
下
水
道
管
を
設
置
し
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
、
下
水
道
部
建
設
課

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
①
私
道
の
幅
が
１
・
８
１

以
上
で
、
境
界
が
明
確
で
あ
る
　
②

所
有
者
の
異
な
る
家
屋
が
２
棟
以
上

あ
る
　
③
私
道
敷
地
の
所
有
者
全
員

が
承
諾
し
て
い
る
　

の
設
置
条
件
が

あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
台

所
や
風
呂
場
な
ど
か
ら
の
生
活
雑
排
水

は
使
用
開
始
の
告
示
日
か
ら
３
か
月
以

内
に
下
水
道
に
接
続
し
ま
す
。
ま
た
、

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
造
工
事
は
、
市

が
指
定
す
る
排
水
設
備
工
事
指
定
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
日
も
早
く
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
、
ト
イ
レ
の

改
造
資
金
を
50
万
円
ま
で
無
利
子
で
融

資
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

己
資
金
で
改
造
さ
れ
る
か
た
に
は
助
成

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
は
、
排
水
設
備
工
事

指
定
店
が
代
行
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

水
洗
可
能
地
域
の
か
た
で
、
ま
だ
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
て
い
な
い
ご
家
庭
や

事
業
所
な
ど
へ
、
指
導
員
が
説
明
に
う

か
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●千秋久保田町　
●中通七丁目
●楢山石塚町・字太田沢
●卸町四丁目
●茨島二丁目・六丁目
●牛島西二丁目
●東通館ノ越
●横森一丁目～五丁目
●桜一丁目・二丁目
●仁井田福島一丁目・福島二丁目・二ツ
屋一丁目・潟中町・蕗見町・栄町・本
町五丁目・字大野・字西潟敷・字福島

●御所野元町四丁目
●泉三嶽根
●手形山東町
●手形字扇田・字大松沢・字才ノ浜・字
十七流・字中台・字西谷地

●旭川清澄町
●濁川字家ノ前・字井戸尻・字後田・字
蟹子沢・字菅場

●添川字境内川原・字添川・字地ノ内・
字湯沢・字蓬田

●広面字赤沼・字鬼頭・字家ノ下・字
碇・字川崎・字小沼古川端・字近藤堰
越・字近藤堰添・字高田・字堤敷・字
釣瓶町・字土手下・字樋ノ上・字樋ノ
沖・字樋口・字樋ノ下・字鍋沼・字二
階堤・字糠塚・字蓮沼・字昼寝・字広
面・字宮田・字谷地沖・字谷内佐渡

●柳田字境田・字糠塚
●仁別字家ハツレ
●下北手松崎字家ノ前
●四ツ小屋字下川原
●新屋勝平町・比内町・豊町・渋谷町・
新屋町字新町後

●豊岩石田坂字九十田　
●浜田字石山・字石山下・字後谷地・字
館ノ前・字館ノ丸・字出小屋・字西出
小屋・字町ノ下・字家後

●土崎港北三丁目～五丁目・北七丁目
●将軍野東一丁目～三丁目・青山町・向
山

●寺内字将軍野
●外旭川八幡田一丁目・八幡田二丁目・
字大堤・字梶ノ目・字潟堰下・字神
田・字松崎・字水口・字山崎・字四百
刈

●飯島文京町・長野中町・長野本町・鼠
田一丁目～四丁目・字飯島水尻・字大
崩・字大袋・字田尻・字長山下・字前
田表・字薬師田

●下新城長岡字毛無谷地・字耳取
●金足小泉字潟向

融
資
、
助
成
金
に
つ
い
て
は

下
水
道
部
総
務
課
q(

８
６
４)

１
４
１
１

整
備
に
つ
い
て
は

下
水
道
部
建
設
課
q(

８
６
４)

１
４
５
５

問い合わせ

今年度中に
水洗可能となる地域

(それぞれ一部)
市
で
は
、
今
年
度
も
当
初
予
算
に
95
億
円

を
計
上
し
、
下
水
道
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

来
年
３
月
末
の
下
水
道
普
及
率(

下
水
道
で

汚
水
を
処
理
で
き
る
区
域
に
住
む
市
民
の
割

合)

は
、
69
・
７
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

■水洗便所改造資金の融資あっせん額

※ご利用は1戸1回に限ります

区　　　　分

くみ取り式

トイレの改造

浄化槽の

切り替え

一般住宅

貸家、

アパートなど

貸家、

アパートなど

あっせん額

50万円以内

１戸40万円以内

５戸まで200万円限度

25万円以内

１槽20万円以内

５槽まで100万円限度

償還方法

均等月賦

50回以内

均等月賦

25回以内

■水洗便所改造資金助成金の額

※ご利用は1戸1回に限ります

区　　　　分 助　成　金

一 般 住 宅

貸家、アパートなど

1戸2万円

1戸2万円、5戸まで10万円限度

ト
イ
レ
の
改
造
に

50
万
円
ま
で
融
資

私
道
に
も

公
共
下
水
道
を
設
置

メ
ー

ト
ル

●
下
水
道
が
通
っ
た
ら
水
洗
ト
イ
レ
に

一般住宅



Ｑ
ど
う
し
て
ガ
ス
事
業
を
見
直
す
行
政
改
革

が
必
要
な
の
？

タ
ン
ク
君

民
間
で
全
く
同
じ
よ
う
に
で
き
る

こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
民
間
で
行
う
べ
き
じ

ゃ
な
い
か
な
、
と
考
え
る
か
ら
な
ん
だ
。
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
る
行
政
の
仕
事
は
、
民
間

で
手
が
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
非
営
利
的
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
べ
き
だ
よ
ね
。
民
間

で
は
採
算
の
と
れ
な
い
よ
う
な
部
門
で
、
き

め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
行
政
本
来
の
役
割
だ
と
思
う
ん
だ
。

市
民
の
た
め
の
改
革
な
の
？
　

市(

ガ
ス
局)

の
た
め
の
改
革
な
の
？

タ
ン
ク
君

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

経
営
が
公
営
だ
ろ
う
と
、
民
営
だ
ろ
う
と
、

ガ
ス
が
よ
り
安
く
、
安
全
、
安
定
的
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
が
一
番
だ
よ
ね
。
ガ
ス
の
民
間

移
管
は
こ
れ
か
ら
の
ガ
ス
事
業
を
考
え
、
料

金
の
安
定
や
供
給
体
制
の
合
理
化
を
め
ざ
す

も
の
だ
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
改
革
な
ん
だ
よ
。

同
じ
市
内
に
民
間
と
公
営
の
二
つ
の
ガ
ス

会
社
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

タ
ン
ク
君

い
ま
、
市
ガ
ス
局
と
東
部
ガ
ス
の

供
給
区
域
は
上
の
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

市
ガ
ス
が
二
万
五
千
戸
、
東
部
ガ
ス
が
六
万

四
千
戸
に
供
給
し
て
い
る
ん
だ
。
ひ
と
つ
の

市
の
な
か
に
、
公
営
と
民
営
の
二
つ
の
ガ
ス

会
社
が
あ
る
の
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
こ
と

な
ん
だ
。
隣
接
し
て
い
る
地
域
だ
か
ら
、
一

つ
の
会
社
で
ま
と
め
て
供
給
し
た
ほ
う
が
効

率
的
な
ん
だ
よ
ね
。

い
ま
、
２
社
の
ガ
ス
料
金
は
同
じ
な
の
？

タ
ン
ク
君

平
均
的
な
家
庭
の
場
合
、
市
ガ
ス

の
ほ
う
が
月
に
百
円
ほ
ど
高
く
、
同
じ
市
内

で
少
し
不
平
等
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
今
後
、

熱
量
変
更
事
業
(注)
に
よ
っ
て
ガ
ス
の
種
類
が
統

一
さ
れ
コ
ス
ト
競
争
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
、
規

模
の
小
さ
い
市
ガ
ス
の
経
営
は
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
。
東
部
ガ
ス
と
の
料
金
格
差
が
大
き

く
な
り
、
供
給
し
て
い
る
地
区
の
た
め
に
公

費
負
担
が
必
要
、
な
ん
て
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
ん
だ
。

民
間
移
管
で
ガ
ス
料
金
は
安
く
な
る
の
？

タ
ン
ク
君

東
部
ガ
ス
に
と
っ
て
は
、
市
営
ガ

ス
の
取
得
や
設
備
の
統
合
な
ど
で
一
時
的
に

経
費
が
か
さ
む
け
ど
、
将
来
的
に
は
供
給
区

域
や
企
業
規
模
の
拡
大
に
よ
り
経
営
の
合
理

化
が
進
み
、
料
金
も
安
く
な
る
可
能
性
が
高

い
ん
だ
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
増
も
な

い
っ
て
わ
け
さ
。

今
ま
で
の
ガ
ス
器
具
は
使
え
る
の
？

タ
ン
ク
君

熱
量
変
更
を
行
う
ま
で
は
、
今
の

ガ
ス
器
具
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
ん
だ
よ
。
平

成
十
五
年
末
ま
で
に
行
う
熱
量
変
更
の
際
は
、

東
部
ガ
ス
が
ガ
ス
器
具
の
調
整
や
交
換
を
し

て
く
れ
る
の
で
心
配
い
ら
な
い
ん
だ
。
器
具

は
、
熱
量
変
更
に
よ
っ
て
全
国
ど
こ
で
も
同

じ
も
の
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
か
え

っ
て
今
よ
り
安
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

●
ガ
ス
事
業
の
民
間
移
管
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
行
政
改
革
推
進
室
ま

で
ど
う
ぞ
。

q(

８
６
６)

２
０
３
７
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市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

市
営
ガ
ス
事
業
を
来
年
四
月
か
ら
東
部
ガ

ス
(株)
へ
移
管
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
市
が
ガ
ス
事
業
を
見
直
し
す

る
の
か
、
東
部
ガ
ス
に
移
管
す
る
と
ガ
ス

事
業
は
ど
う
な
る
の
か
、
ガ
ス
タ
ン
ク
君

に
聞
き
ま
し
た
。

●現在の市ガス局と東部ガスの供給区域

ＱＱ

ＱＱ Ｑ

(注)熱量変更事業 全国どこでも同じ高カロリーガス
を使えるように、供給施設や家庭のガス器具を調整す
る事業。いま全国的にこの作業が行われており、東部
ガスの供給区域ではすでに熱量変更を終えています。
市営ガス供給区域では、移管後に東部ガスが実施した
場合、平成15年末までに終了する予定です。

ガスタンク君



き
生
き
と
し
た
緑
が
輝
く
五
月
。

豊
か
な
自
然
に
も
、
悠
久
の
時

を
刻
む
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
は
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
五
本
の
木
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
、

し
っ
か
り
と
根
が
張
ら
れ
、
樹
齢
数
百
年

以
上
と
い
う
威
厳
を
誇
る
巨
木
で
す
。

寺
内
字
大
小
路
の
「
旭
さ
し
木
」
は
、
樹

齢
千
二
百
年
の
け
や
き
で
、
市
内
で
一
番

古
い
木
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
こ
の

地
域
に
住
ん
で
い
た
「
旭
」
と
い
う
長
者
の

家
の
目
印
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名

前
が
付
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
の

下
に
湧わ

い
た
泉
は
、
眼
病
に
き
く
目
洗
水
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
石
の
お
釈
迦
様
を

祭
り
、
か
つ
て
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た
と

い
い
ま
す
。
明
治
十
九
年
の
大
火
で
根
元
の

一
部
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

も
木
の
勢
力
は
衰
え
ず
、
そ
の
生
命
力
の
強

さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

川
元
小
川
町
の
「
川
口
の
い
ち
ょ
う
」
は

樹
齢
千
年
、
地
域
で
は
神
木
と
し
て
崇
拝
さ

れ
て
い
る
木
で
す
。
昔
、
雄
物
川
が
こ
の
木

の
下
を
流
れ
、
渡
船
場
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

柳
田
・
火
産
霊
神
社
境
内
に
あ
る
「
柳
田

の
け
や
き
」。
樹
齢
八
百
年
で
、
古
く
か
ら

柳
田
地
域
を
守
る
神
木
と
し
て
そ
の
歴
史
を

刻
ん
で
い
ま
す
。

楢
山
登
町
・
仰
信
寺
の
「
綱
掛
の
松
」は
、

樹
齢
四
百
年
の
黒
松
で
す
。
江
戸
時
代
、
境

内
近
く
を
旭
川
が
流
れ
、
仙
北
地
方
か
ら
米

を
運
ぶ
船
が
停
泊
す
る
際
、
船
止
め
の
綱
を

掛
け
た
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

下
浜
八
田
の
「
玄
海
の
松
・
杉
」
と
「
八
田

の
親
杉
」。
悲
し
い
恋
に
終
わ
っ
た
、
修
行

僧
玄
海
坊
と
長
者
の
娘
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と

植
え
ら
れ
た
、
松
と
杉
の
め
お
と
木
。
す
ぐ

近
く
で
、
こ
の
め
お
と
木
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
る
親
杉
。
残
念
な
が
ら
、
玄
海
の
松
は

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
木
々
に
ま
つ
わ

る
物
語
は
、
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
表
紙
写
真
は
仁
別
国
民
の

森
の
「
め
お
と
杉
」。
こ
の
四
月
、
国
有
林

に
生
息
す
る
珍
し
い
巨
木
に
贈
ら
れ
る
林
野

庁
の
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
一
つ
の
根
元
か
ら
幹
の
太
さ
や
高
さ

の
同
じ
木
が
二
本
生
え
て
い
る
、
樹
齢
二
百

年
以
上
の
天
然
秋
田
杉
で
す
。
右
側
が
男
木
、

左
側
が
女
木
と
呼
ば
れ
、
そ
の
寄
り
添
う
姿

は
仲
の
良
い
夫
婦
に
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

悠
久
の
年
輪
を
刻
む

緑
豊
か
な
古
木
た
ち

● City`s Culture

川口のいちょう

生

⑬

時を越えて生き続ける見えない力がある。
ふるさとの文化。
いま、次代へ、確かに伝えるもの…。

高さ20メートル、根元の周囲７メートルの旭さし木。
木の左下にある泉が目洗水。昔は産湯にも使われたという

08

■文化課q(866)2246
旭さし木、川口のいち

ょう、柳田のけやき、綱
掛の松、八田の親杉は、
昭和48年、市の天然記念
物に指定されました。

天然記念物

柳田のけやき

綱掛の松

八田の親杉



会
員
が
自
分
た
ち
の
手
で
運

営
し
、
優
れ
た
演
劇
公
演
を
定

期
的
に
秋
田
に
呼
ん
で
鑑
賞
し

て
い
る
「
秋
田
演
劇
鑑
賞
会
」。

平
成
七
年
一
月
に
発
足
し
て

か
ら
今
年
で
六
年
目
。
会
員
は

現
在
、
県
内
約
二
千
七
百
人
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
上
演
し
た
芝
居

は
、
黒
柳
徹
子
主
演
の
「
ニ
ノ

チ
カ
」、
仲
代
達
矢
主
演
の
「
リ

チ
ャ
ー
ド
三
世
」、
前
田
吟
主
演

の
「
父
と
暮
せ
ば
」
な
ど
三
十

一
本
。

こ
う
い
っ
た
会
が
な
け
れ
ば
、

秋
田
で
は
な
か
な
か
鑑
賞
で
き

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

鑑
賞
会
は
多
数
の
サ
ー
ク
ル

(

三
人
以
上)

で
構
成
し
、
ど
う
い

う
劇
団
、
ど
う
い
う
俳
優
を
呼

ぶ
の
か
は
自
分
た
ち
で
考
え
ま

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
座
席
割

な
ど
も
、
す
べ
て
自
分
た
ち
で

準
備
し
ま
す
。

「
演
劇
を
観み

る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
で
運
営
し
、
感
動
を

お
互
い
に
分
か
ち
合
え
る
文
化

団
体
の
よ
う
な
も
の
」。

会
員
に
は
入
会
金
と
毎
月
の

会
費
を
納
め
て
も
ら
い
、
公
演

は
年
六
回
ほ
ど
開
き
、
鑑
賞
の

際
は
会
員
手
帳
で
入
場
し
ま
す
。

「
音
楽
や
美
術
の
鑑
賞
機
会

は
秋
田
で
も
だ
い
ぶ
広
が
っ
て

い
ま
す
が
演
劇
は
ま
だ
ま
だ
。

秋
田
に
い
な
が
ら
演
劇
の
一
級

作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
五
十

歳
ぐ
ら
い
で
す
が
、
も
っ
と
幅

広
く
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
演
劇
の
素
晴
ら

し
さ
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
、
芝
居
や
秋
田
の
文
化
に

対
す
る
愛
情
が
い
っ
ぱ
い
の
梁

田
さ
ん
。

「
私
た
ち
と
一
緒
に
舞
台
づ

く
り
、
演
劇
鑑
賞
は
い
か
が
で

す
か
」。
入
会
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
秋
田
演
劇
鑑
賞
会
事

務
局
へ
。
1(
８
３
２)

２
７
２
１

演
劇
の
素
晴
ら
し
さ
を

み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
！

●第32回例会

広報あきた　５月26日号09

秋田演劇鑑賞会 みなさんもいかが！

ら抜きの殺意
と　き／６月２日(金)夜

３日(土)昼・夜
ところ／文化会館大ホール
作・演出：永井愛
出　　演：安原義人、熊倉一雄他

演劇の鑑賞を希望されるかた、
会員になりたいかたは、友だち
や家族、職場の仲間など３人以
上でサークルを作って秋田演劇鑑
賞会1(832)2721へお申し込みく
ださい。事務局は有楽町のプレ
イタウンビル２階です。
※入会金2,200円、月会費2,000円

梁
や な

田
た

恵
け い

一
い ち

さん(53歳)

秋田演劇鑑賞会の事務局長

手づくりの演劇鑑賞会！ とっても楽しいですよ

●第33回例会
テアトル・エコー公演 文学座公演

野分立つ
と　き／７月14日(金)夜

15日(土)昼・夜
ところ／文化会館大ホール
作：川 照代　演出：藤原新平
出　　演：加藤武、倉野章子他

入会申込受付中！



入
院
時
食
事
代
の
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
、
５
月
31

日
(水)
で
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
認

定
証
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
６

月
１
日
(木)
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
保
険
証

(

老
人
医
療
受
給
者
は
老
人
医
療
受
給
者
証)

と
現
在
の
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
、
次
の
場

所
へ
ど
う
ぞ
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
た
＝
市

役
所
議
場
棟
１
階
の
国
民
健
康
保
険
課
へ
ど

う
ぞ
。
q(
８
６
６)

２
０
９
８

▼
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
＝

市
役
所
分
館
１
階
の
社
会
福
祉
課
へ
ど
う

ぞ
。
q(

８
６
６)
２
０
９
３

▼
こ
の
ほ
か
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か

た
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
の
加
入
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
さ
だ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
を
対
象
に
、
市
営
バ
ス
に
無
料
で
乗

車
で
き
る
福
祉
特
別
乗
車
証
を
さ
し
あ
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
乗
車
証
は
、
一
昨
年
の
10
月
に
シ
ー

ル
方
式
か
ら
１
年
更
新
の
定
期
券
方
式
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ま
だ
シ
ー
ル
方
式
の
乗
車
証

を
お
使
い
の
か
た
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

シ
ー
ル
方
式
の
乗
車
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
早
め
に
定
期
券
方
式
の
乗
車
証
に
取

り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

社
会
福
祉
課
の
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担

当
q(

８
６
６)

２
０
９
３

平
成
10
年
工
業
統
計
調
査
の
秋
田
市
の
デ

ー
タ
を
収
録
し
た
「
秋
田
市
の
工
業
」
を
刊

行
し
ま
し
た
。
１
冊
350
円
で
、
市
役
所
地
下

の
売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
調
査
統
計
担

当
q(

８
６
６)

１
９
６
４

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内
で
１
年

以
上
の
活
動
実
績
と
年
５
回
以
上
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
運
用
益
に
よ
る
活
動
費
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
30
日
(金)
ま
で
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
q

(

８
６
２)

７
４
４
５

向
浜
の
秋
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
向
か
い

に
あ
る
県
交
通
安
全
協
会
の
自
動
車
練
習
場

は
、
免
許
を
取
る
た
め
に
運
転
練
習
を
し
た

い
か
た
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
な

ど
が
、
低
料
金
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

車
は
持
ち
込
み
と
な
り
ま
す
。
Ｓ
字
や
ク
ラ

ン
ク
、
交
差
点
、
車
庫
入
れ
、
踏
切
、
外
周

コ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、
運
転
感
覚
を
養
う
に

は
最
適
。
平
日
は
も
ち
ろ
ん
、
土
・
日
、
祝

日
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。
使
用
料
は
１
時
間
当

た
り
二
輪
車
500
円
、
普
通
乗
用
車
600
円
、
大

型
車
700
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
交
通
安
全
協
会
q(

８

３
６)

２
５
０
５

入
院
時
食
事
代
の

減
額
認
定
証
の
更
新
を

１
シ
ー
ル
方
式
の

バ
ス
福
祉
乗
車
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん

２

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

10

今月の市税

５
月
は
、「
固
定
資
産
税
第

１
期
」
と
「
軽
自
動
車
税
」
の

納
期
で
す
。
ま
だ
納
め
て
い

な
い
か
た
は
、
納
期
内
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
課
q(

８
６
６)

２
０
５
８

手帳に貼るシール方式
(これは使えません)

現在の定期券方式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

活
動
費
を
助
成
し
ま
す

４
統
計
書

「
秋
田
市
の
工
業
」
を

刊
行
し
ま
し
た

３

県
交
通
安
全
協
会
の

自
動
車
練
習
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

５

人口12.５.１現在

●人口／316,321人(＋1,432)
●男／151,021人(＋827 )
●女／165 ,300人(＋605 )
４月分・出生 224人

・死亡 185人
・転入 2,837人
・転出 1,444人

（ ）内は前月比

●世帯／122,981世帯(＋1,070)
a



■将軍野組合病院線 (駅前３番乗り場から)
将軍野線の一部を組合病院発着に変更します。
秋田駅前発は平日は７：30～13：10の間に７本。
主な停留所s秋田駅～通町～高陽青柳町～面影
橋～中央高校前～将軍野南五丁目～自衛隊前～
四ツ谷入口～組合病院前
■神田組合病院線 (駅前５番乗り場から)
神田旭野線の一部を組合病院発着に変更します。
秋田駅前発は平日は７：40～14：15の間に６本。
主な停留所s秋田駅～通町～すわ町～桜町～天
徳寺前～梶の目～神田～卸売市場入口～外旭川
病院前～組合病院前
■笹岡経由神田組合病院線(駅前５番乗り場から)
笹岡経由神田土崎線の経由をサンパークから組
合病院に変更します。
秋田駅前発は平日は６：50～17：30の間に４本。
主な停留所s秋田駅～通町～すわ町～桜町～天
徳寺前～梶の目～笹岡～組合病院前～土崎駅

■土崎駅前発止組合病院線
土崎駅前と組合病院の間に路線を新設します。
土崎駅前発は平日は７：20～18：40の間に20本。
主な停留所s土崎駅～土崎小学校前～土崎工場
前～自衛隊前～将軍野東三丁目～四ツ谷団地入
口～組合病院前

男女共生社会実現のために毎年開催している「きら
めく北の男女フォーラム」の企画・運営をしてくださ
るかたを、若干名募集します。今年の開催日は、10
月４日(水)を予定しています。開催準備の実行委員会
の活動は午後６時以降です。
●申し込み ６月３０日(金)まで市男女共生政策室q(８６６)２１４１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
、
納
め
忘
れ

も
な
く
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
毎
月
金
融
機
関
に
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
。
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

(

郵
便
局
を
除
く)

の
窓
口
に
、
納
入
通
知
書
、

預
金
通
帳
と
そ
の
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
課
q(

８
６
６)

２
０
９
７

７
月
１
日
(土)
か
ら
、
し
尿
く
み
取
り
手
数

料
と
、
御
所
野
事
業
所
へ
ご
み
を
運
び
込
む

際
の
ご
み
処
理
手
数
料
が
下
記
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

し
尿
く
み
取
り
手
数
料
に

つ
い
て
は
環
境
業
務
課
q(

８
６
３)

６
６
３

１
、
ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
は
環
境
企

画
課
q(

８
６
３)

６
６
３
２

市役所からのお知らせ

６

し
尿
く
み
取
り
と

ご
み
処
理
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す

７

国
民
年
金
保
険
料
の

納
入
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

広報あきた　５月26日号11

第10回きらめく北の男女フォーラム

実行委員を募集！

問い合わせ

項 目　　　　　現行額　 改正額

定額制　 １人につき月額 ４６７円 ４８９円

180㍑まで １,８８３円 １,９１８円

180㍑を超える
18㍑ごとに

従量制
１８２円 １９１円

●し尿くみ取り手数料

項 目　　　 現行額 改正額
10㌔㌘当たり　 ６２円　　 ６６円

●ごみ処理手数料(御所野事業所へ運ぶ際の処理料金)

胸部総合検診の

喀痰
かくたん

細胞診検査が無料になるかた
５月12日号10ページで喀痰細胞診検査の無

料になるかたをお知らせしましたが、④の秋田
市国民健康保険に加入しているかたは、有料
(500円)となります。訂正し、おわびいたします。
無料になるかたは、①70歳以上のかた　②生

活保護世帯のかた　③市民税・県民税非課税世
帯のかた──です。

●問い合わせ　保健予防課q(883)1176

新秋田組合病院　市営バス
６月３日(土)から運行

秋田駅西口から新組合病院へ

へ
の

土崎駅前から新組合病院へ

土崎の秋田組合病院が６月３日(土)から飯島西袋
へ移転するのに伴い、新組合病院行きの市営バスを、
下記の４路線で運行します。
詳しい時刻表は、秋田駅前案内所や回数券発売所

などでさしあげています。
交通局営業課q(８６２)３８９２

新
し
い
秋
田
組
合
病
院
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５月26日(金)から市役所１階の窓口案内、総務部人事
課、土崎支所、新屋支所、秋田駅市民サ－ビスセンタ－、
秋田市東京事務所でさしあげます。消防については、消
防本部総務課、各消防署、出張所でさしあげます。必ず
「試験案内書」をご覧になり、案内書に従って手続きをし
てください。

平成12年度の市民税・県民税の

納税通知書を６月１日(木)にお送り

します。課税明細書を添えていま

すので、税額などをお確かめくだ

さい。今年度は、所得割額の15％

相当額(４万円が限度)の定率税額

控除を行っています。課税内容に

ついての詳しいお問い合わせは、

市民税課q(866)2055へ。

災害などの特別な事情があるか

たには、市民税・県民税の徴収の

猶予・分割納付や減免の制度があ

ります。

徴収の猶予・分割納付について

の相談は納税課q(866)2058へ、

減免については納期限の７日前ま

でに市民税課q(866)2055へど

うぞ。

平成11年中の所得金額に関する

証明書は、納税通知書が送られる

かたには６月１日(木)から交付しま

す。

市役所や金融機関、健康保険組

合、育英会などから証明書の提出

を求められたときには、必要な証

明書の種類や年度をお確かめくだ

さい。また、本人や同居親族以外

のかたが証明書を請求するときに

は、委任状が必要になります。詳

しくは、市民税課q(866)2054

にお問い合わせください。

市民税・県民税の
納税通知書は
６月１日(木)に
お送りします

分割納付・減免などの
相談も受け付けます

平成11年中の
所得証明書などを
交付します

昭和46年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれたかたで、大学もしく
はこれと同等と認められる学校を卒業、
または来春３月までに卒業見込みのか
た。ただし、建築の専門学科を専攻した
かたに限ります

建　築 １人
(専門技術的業務)

昭和46年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれたかたで、大学もしく
はこれと同等と認められる学校を卒業、
または来春３月までに卒業見込みのか
た。ただし、学芸員の資格を有し（取得
見込み含む）、文化財の保護・発掘に関
する専門知識を有するかたに限ります

文化財保護主事 ２人

昭和48年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれたかたで、大学もしく
はこれと同等と認められる学校を卒業、
または来春３月までに卒業見込みのかた

消　防 ２人

昭和48年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれたかたで、大学もしく
はこれと同等と認められる学校を卒業、
または来春３月までに卒業見込みのかた

行　政
(一般行政事務)

受験資格

※中・初級の試験は９月17日(日)に行いますが、詳しくは、７月28日号の
｢広報あきた｣でお知らせする予定です。

試験区分・職務内容

７人

(専門技術的業務)

(消防業務)

予定人数

受け付けは６月５日(月)～16日(金)

試験日 ７月９日(日）

試験会場 ●秋田会場…秋田経済法科大学
●東京会場(消防を除く)…中央大学駿河台記念館

試験方法 ●一般教養試験(全員)
●専門試験(行政、建築、文化財保護主事） ●論文(消防）

試　験

案内書

受け付け
・

問い合わせ

６月５日(月)から16日(金)まで人事課q(866)2012、
消防については消防本部総務課q(823)4000で受け付け
ます。

見　本



妊娠中のかたや、生後28日以内
の赤ちゃんをお持ちのかたに、保
健婦や助産婦がうかがって心配事
の相談に応じます。母乳や赤ちゃ
んのこと、気軽にご相談を。無料。
●申し込み 妊娠中のかたは電話
で、お母さんになったかたは、母
子健康手帳の「出生連絡票」を郵
送してください。

保健予防課q(883)1174

毎週火・金曜日の午後２時～４
時、産後の授乳指導や相談に助産
婦や医師が応じます。料金は１回
1,000円。病院の総合窓口に直接
おいでください。
●問い合わせ 市立病院産婦人科
外来q(823)4171

２歳になった日から、２歳２か
月になる前日までのお子さんを対
象に、市内の委託医療機関で行っ
ています。対象者には、２歳児歯
科健康診査用アンケートと健康診
査票をお送りします。当日、母子
健康手帳と一緒にお持ちください。

●問い合わせ 保健予防課
q(883)1174

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。申し込みは、６月１日(木)
午前10時から各保育所へどうぞ。
◆牛島保育所 q(832)3045
砂遊び。６月６日(火)午前９時
50分～11時10分。

◆泉保育所 q(823)1626
遊びにきてね。
６月７日(水)午前10時～11時。

◆手形第一保育所 q(834)0766
保育所で遊ぼう。
６月８日(木)午前10時～11時。

◆保戸野保育所 q(823)6928
おもちゃで遊ぼう。
６月13日(火)午前10時～11時。

①②のどちらにも該当する場合
は、両方に申し込みが必要です。
問い合わせは、各幼稚園または学事
課q(866)2243へどうぞ。
①私立幼稚園の保育料を減免
市内に住所がある３歳以上のお

子さんを私立幼稚園に通園させて
いる保護者で、右上の表に該当す
るかたは入園料と保育料が、表中

の金額分減免されます。
申込方法／幼稚園から配布される
「保育料等減免措置に関する調書」
を通園先に提出してください。

②３人目以降のお子さんの保育
料を免除します
市内に住所がある第３子以降の

幼稚園児の保育料、教材費などを保
護者の所得に関係なく免除します。
申込方法／私立幼稚園に通園して
いる場合は、幼稚園から配布され
た「在園証明書」を通園先の幼稚園
に提出してください。秋大附属幼
稚園の場合は、９月中旬頃、幼稚
園を通してお知らせします。

13 広報あきた　５月26日号
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親子で保育所体験

２歳児歯科健康診査

育

５月13日、市保健センターで「母と子のよい歯のコンクール」が開
かれ、３歳児健診で歯科の診査を受けた2,616人の中から、優秀賞に
相場千絵美ちゃん・義美さん親子が選ばれました。相場さん親子は６
月の県のコンクールに秋田市代表として出場することになります。
「最近は良い歯の子と悪い歯の子の差がはっきりしてきました。親

の関心が高いほど虫歯は少ないようです」と、審査を担当した清水
真木雄先生。親子そろっての歯磨き習慣、身に付けたいですね。

妊婦さんと新生児を訪問

幼稚園の保育料を援助

市立病院の母乳外来

優秀賞

相場義美さん
千絵美ちゃん

● 元気が大好き 育児コーナー

城南園の子どもたち(千秋公園で)

(楢山)

・生活保護世帯

133,750 146,000 160,000・平成12年度の
市民税が非課
税世帯

平成12年度の
市民税所得割が
非課税世帯

101,800 117,000 134,000

平成12年度の
市民税所得割
額が8,800円
以下の世帯

78,100 97,000 116,000

平成12年度の
市民税所得割
額が102,100
円以下の世帯

54,900 75,000 96,000

対象と
減免額（年額）

１人就園の場
合か、２人以
上就園の場合
の一番上の子

２人以上就園
の場合の上か
ら２番目の子

３人以上就園
している場合
の左以外の子

(円) (円) (円)

澤田裕子さん　寛太くん　

清水先生

(仁井田)

(土崎)

(広面)

優良賞

(御野場)

(泉)(広面)(広面)

大久保義和さん　杜志樹くん�大久保義和さん　杜志樹くん�
小野敦登くん   陽子さん�小野敦登くん   陽子さん�

木曽弘行さん   耕輔くん�木曽弘行さん   耕輔くん� 中川洋子さん 和也くん�中川洋子さん 和也くん�



月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
四
月
二
十
九
日
は
花
見
に
行
く

予
定
。
桜
並
木
を
歩
き
な
が
ら
、

桜
を
堪
能
す
る
っ
て
い
い
ん
で
す

よ
ね
。
香
り
も
ま
た
良
く
て
。
千

秋
公
園
っ
て
一
番
安
ら
ぐ
場
所
で

す(

畠
山
寿
子
　
19
歳
・
広
面)

●
上
の
子
が
元
気
に
幼
稚
園
に
通

い
始
め
一
安
心
。
と
こ
ろ
が
、
下

の
子
が
毎
日
、
園
バ
ス
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
「
に
い
た
〜
ん
」。
こ

ん
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に(

今

野
美
恵
子
　
35
歳
・
新
屋)

●
六
歳
に
な
る
娘
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ

ー
ト
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
様

子
。「
私
が
座
ら
な
い
と
、
お
母

さ
ん
、
お
ま
わ
り
さ
ん
に
お
こ
ら

れ
る
ん
で
し
ょ
う
」
だ
っ
て
。
あ

な
た
の
安
全
の
た
め
な
の
に
ね

(

桜
田
智
恵
子
　
36
歳
・
豊
岩)

●
四
月
か
ら
下
の
娘
も
小
学
校
に

入
学
し
、
朝
早
く
か
ら
家
の
中
が

空
っ
ぽ
に
。
そ
ろ
そ
ろ
母
も
社
会

人
一
年
生
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て

い
る
こ
の
頃
で
す(

加
々
谷
綾
子

35
歳
・
手
形)

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
私
で
も
協
力
で
き
る
か
な
？

と
考
え
て
い
ま
す(

松
下
な
つ
え

65
歳
・
八
橋)

●
い
よ
い
よ
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
。

採
る
の
も
楽
し
い
け
ど
、
料
理
し

て
「
お
い
し
い
」
の
一
言
が
と
っ

て
も
う
れ
し
い
。
が
ん
ば
ら
な
く

ち
ゃ(

相
原
良
子
　
41
歳
・
東
通)

●
先
日
、
散
歩
中
に
小
学
一
・
二

年
生
ぐ
ら
い
の
女
の
子
が「
こ
ん
に

ち
は
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
っ
て
も
き
れ
い
な
輝
き
の
目
…
。

少
年
凶
悪
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
だ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ

た(

吉
田
敦
子
　
61
歳
・
新
屋)

●
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
を

受
領
し
て
や
や
慌
て
た
感
も
否
定

で
き
な
い
。
お
世
話
を
「
す
る
」

「
さ
れ
る
」
立
場
を
理
解
す
る
一

助
に
と
、
県
民
介
護
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
に
…(

加
藤
忠
直
　
65

歳
・
仁
井
田)

●
広
報
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た

昔
の
写
真
で
家
族
団
ら
ん
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
載
せ
て

く
だ
さ
い
。
興
味
が
あ
り
ま
す

(

遠
藤
香
織
　
29
歳
・
浜
田)

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
情
報
化
時

代
と
さ
け
ば
れ
て
久
し
い
が
、
今

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
す
っ
か

り
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね

(

伊
藤
隆
夫
　
55
歳
・
飯
島)

●
太
平
山
リ
ゾ
ー
ト
公
園
と
そ
の

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

新緑の千秋公園でのうれしい出
来事をふたつ。
５月14日(日)、秋田市石材加工組

合のみなさんが、ボランティアで
裏門坂の階段の石垣をきれいに組
み直してくれました。木の根が張
るなどしてずれてきていた石垣で
すが、築城当時のように(？)美しく
よみがえりました。
また５月９日(火)には、市身体障

害者協会といきがいづくりサポー

トセンターのかたがたが、一緒に
大清掃。園内のごみを一つひとつ
拾ってくれました。

新緑の季節、みんなの愛情を受
けて、千秋公園の緑もいっそうき
れいに輝いて見えます。

14

�

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介しています。耳よりなニュースがありまし
たら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

市石材加工組合のみなさんが石垣の組み直し 市身体障害者協会などのみなさんが大掃除

石垣を直してもらい
千秋公園も喜んでます。



周
辺
を
散
策
す
る
。
立
派
な
道
路
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
芝

生
、
自
然
の
大
気
を
思
い
っ
き
り

吸
う
。
本
当
に
気
持
ち
が
良
か
っ

た(

三
浦
忠
雄
　
71
歳
・
千
秋)

●
今
年
は
な
か
な
か
暖
か
く
な
ら

ず
、
花
の
芽
も
遅
れ
が
ち
。
で
も
、

少
し
ず
つ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
梅
、

桜
、
ム
ス
カ
リ
、
パ
ン
ジ
ー
、
水

仙
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
咲
き
始
め
、

私
も
忙
し
く
な
り
そ
う(

光
富
愛

子
　
55
歳
・
土
崎)

●
広
報
ビ
デ
オ
の
自
治
大
臣
賞
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
シ

リ
ー
ズ
救
急
救
命
」、
目
の
付
け

所
が
い
い
で
す
ね
。
十
六
分
で
ど

う
ま
と
め
た
の
か
放
送
し
て
ほ
し

い
な(

佐
藤
め
ぐ
み
　
33
歳
・
茨
島)

係から
ひとこと桜

の
時
期
が
終
わ
り
ふ
ー
っ
と
一
息

つ
い
た
こ
ろ
、
毎
年
思
い
出
し
ま
す
。

あ
の
日
本
海
中
部
地
震
の
事
を
…
。
突

然
、
大
き
な
振
動
が
校
舎
を
襲
い
、
私

た
ち
は
大
混
乱
。
一
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ま
で
駆
け
出
し
み
ん
な
で
セ
ー
フ
の
合

図
。
そ
の
日
の
帰
り
道
は
い
つ
も
の
倍

以
上
も
か
か
り
ま
し
た
。
道
路
に
は
亀

裂
が
は
い
り
、
家
々
は
斜
め
に
ゆ
が
み
、

通
行
止
め
が
私
の
通
り
道
を
変
え
て
い

ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
一
言
「
み
ん
な

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
が
ー
」。

今
思
え
ば
あ
れ
か
ら
十
七
年
、
が
む

し
ゃ
ら
に
走
っ
て
い
た
時
代
、
た
だ
時

が
自
然
に
過
ぎ
去
っ
た
時
代
、
様
々
で

し
た
。
時
間
の
大
切
さ
は
過
ぎ
て
か
ら

気
が
つ
く
も
の
な
ん
で
す
ね
。

(

三
浦)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「クルル、ピルル」、

問２が「ファミリー・サポート・センター」でした。

全問正解192通(応募総数200通)の中から、相原

良子さん(東通一丁目)、天野りかさん(八橋三和町)、

植村真さん(土崎港東四丁目)、遠藤光志さん(桜四丁

目)、小林菜摘さん(広面字樋口)、菅原耕三さん(新

藤田字中山台)、高堂哲夫さん(広面字土手下)、根布

谷沙智子さん(土崎港中央五丁目)、堀田仁一郎さん

(大住一丁目)、光富愛子さん(土崎港西二丁目)の10

人のかたに図書券をお送りします。

４月２８日号の当選者

◆５月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

ちょっと前までは排水路だ
ったのに、すてきな公園にな
って、町内のみんなは大喜び
です。それにこの記念碑、非
常に風格があり、誇らしい感
じがします。これからもみん
なの憩いの場として親しまれ
るといいですね。

みんなの憩いの場！

動物園に桜を植えたよ

新屋大川端帯状公園
に建てられた記念碑
の除幕式で中表町町
内会の斉藤重孝会長

大きくなったら消防士？

消防と子どもの集
いに参加した河村
一朗くん(新屋)

ボーイスカウト秋
田第10団の高橋祐
樹くん(右)と赤井一
輝くん(勝平小４年)

ボーイスカウト第10団の
40回目の誕生日を記念して、
大森山動物園に桜を40本植え
ました。家から近いので、動
物園はよく行くし、僕たちの
お気に入りの場所。穴掘りは
難しかったけど、きれいな桜
でみんなも喜んでくれるかな。

消防のおにいさんと一緒に
放水してみました。びゅっと
お水が出てびっくりしたけど、
うまく的に当たったよ。風船
ももらったし、これからはし
ご車や救急車にも乗るんだ。
大きくなったら、かっこいい
消防士になりたいなあ。

５月５日「消防と
子どもの集い」で

みなさんに、感謝しています

統計調査表彰(藍綬
褒章)を受章した稲
葉ヨシエさん(右)
と田村悦子さん

稲葉さんは昭和36年４月から、小売物価
や家計などの統計調査を行っています。田村
さんは昭和49年４月から、鉱工業動態や商
業動態などの統計調査を行っています。今回
の表彰は、統計調査を長年頑張ってこられた
功績をたたえたものです。
「辛いときもありました。みなさんのおか

げでこのような章をいただけて感謝していま
す。これからも健康である限り調査を続けて
いきたいと思います。今年は国勢調査の年、
ぜひみなさんのご協力をお願いします」

広報あきた　５月26日号15

４月23日、ボーイスカウトのみんなが
大森山動物園に桜の木を植えてくれました
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５/２６(金) ５/３０(火)

●動物園で赤ちゃん誕生

●秋田市史「美術・工芸編」

●(仮称)芸術文化ホール
の意見交換会

５/３１(金) ６/６(火)ABS 秋田市だより
月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

●５/28(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から 「芸術文化ホールの基本計画」
●６/ ４ (日) 7：15～ ＡＫＴきらめく北の街から「まもなくスタート！ファミリー・サポート・センター」

15
分
間

テレビ
ガイド

●ソフトバレーで健康アップ

●秋田市融資あっせん制度

●ふれあい元気教室へ
どうぞ

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866)2034

●サンライフ秋田

運動と趣味の教室
１

２

３

４

５

６

７

８

９
ドライフラワー
アレンジメント

謡　　　曲

パッチワーク
(初級)

フラワー
アレンジメント

サン・エアロ

ジャズリズム

サン・ダンス

ミディアム
エアロ

やさしい社交
ダンス(初級)

たのしい
エアロビクス

25歳以上のかた。７月７日(金)から９月22日
(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～７
時45分。受講料8，400円。
25歳以上のかた。７月８日(土)から９月16日
(土)までの土曜日に10回、午前10時～正午。
受講料9，450円。
30歳以上のかた。７月７日(金)から９月22日
(金)までの金曜日に10回、午前10時～11時
15分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。７月７日(金)から９月22日
(金)までの金曜日に10回、午後１時30分～２
時45分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。７月12日(水)から９月20日
(水)までの水曜日に10回、午前10時45分～正
午。受講料8，400円。

30歳以上のかた。７月12日(水)から９月20日
(水)までの水曜日に10回、午後６時～７時15
分。受講料8，400円。

25歳以上のかた。７月６日(木)から９月28日
(木)までの木曜日に10回、午前10時～正午。
受講料※9，450円。

25歳以上のかた。７月７日(金)から９月22日
(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～８
時30分。受講料※9，450円。

25歳以上のかた。７月６日(木)から９月14日
(木)までの木曜日に５回、午後６時30分～８
時30分。受講料※4，720円。

20歳以上のかた。７月８日(土)から９月16日
(土)までの土曜日に10回、午後６時～８時。
受講料7，560円。

※印のついた教室は教材料が別途かかります。

６月23日(金)まで、はがき、またはファクスで受
講希望の教室名・住所・氏名・生年月日・電話番
号を書いて、〒010-0975 秋田市八橋字戌川原
29 サンライフ秋田「運動と趣味の教室」係へ。直
接サンライフ秋田の窓口でも受け付けます。

q (863)1391 FAX(863)1531

10

申し込み

パッチワーク教室

竿燈の観覧席
６月１日(木)から販売開始
８月４日(金)から７日(月)まで行われる

竿燈の観覧席の券を販売します。
全席指定で価格は１席2,000円(座席を

必要としない乳幼児は無料)。竿燈パンフ
レットは１冊300円で、6月下旬発売予定。

●申し込み 電話かファクスで竿燈観覧席予
約センター1(866)9977、FAX(866)9978

秋田市共通商品券
取扱店募集中！

●問い合わせ 秋田市共通商品券協同組合
1(862)1636

今年度から市の新規事業として、傘寿、
米寿、卒寿、白寿を迎えた高齢者のかたに
「秋田市共通商品券」が贈られています。
秋田市共通商品券協同組合では、この商品
券の取り扱いを希望する小売店、飲食店、サ
ービス業などのお店を募集しています。
現在市内で900店ほどが取り扱い店にな
っていますが、この商品券をより広く使え
るようにするため、ぜひご加入ください。
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BBookook
図書館の新刊案内

2222000000000000年年年年はははは子子子子どどどどもももも読読読読書書書書年年年年

七つの海を越えて
～史上最年少ヨット単独無寄港世界一周～

白石鉱次郎/著
想像力、出会い、ユーモアに恵まれ
た若者が、３度目の正直で偉業を達成
するまでの航海記。

新幹線をつくった男 島秀雄物語
高橋団吉/著

「デゴイチ」と「新幹線」をつく
ったのは同一人物！その驚きの鉄道
人生を追う。

問い合わせ 市史編さん室q(866)2249

中央図書館明徳館q(832)9220
土 崎 図 書 館q(845)0572
新 屋 図 書 館q(828)4215
※市立図書館の蔵書がインターネ
ットでご覧になれます。利用可能
時間は午前９時～午後11時です。
図書検索予約システムのアドレス

http://www.city.akita.akita.jp/

と き／６月４日(日)
午前10時30分～午後４時

ところ／御所野のイオン秋田駐車場

●第42回水道週間(６月１日～７日)

sキャラクターショー(仮面ライダークウガ)
１回目　午前11時30分～正午
２回目　午後２時30分～３時

sクイズラリー
参加者全員に縁日コーナーチケット、全問正解者
にはパーフェクト賞を先着200人にプレゼント

尺八オデッセイ
～天の音色に魅せられて～

クリストファー遥盟/著
テキサス生まれのアメリカ人が尺八
の音色に惚れ込んだ。異文化に飛び込
み、伝統を学び、新しい文化を発信中。

s展示コーナー
藤倉水源地や災害関係のパネル、給水車、協賛団体による展示など

市内小学校の４年生以上の児童が描いた「水」をテーマにしたポスターを展示
と　き／６月１日(木)～７日(水)
ところ／イトーヨーカドー７階の特別会場

６月８日(木)から19日(月)までの平日、一般家庭を対象に、蛇口や水抜き栓な
どの点検を無料で行います。
●申し込み　
６月１日(木)から７日(水)までの平日、水道局サービスセンターq(823)8431

水道局総務課q(823)8434水道ふれあいフェア

水に関するポスター展

給水装置の無料点検

秋田市史「近代史料編・上」を刊行

●近代史料編・上の特色
明治期、近代化の道を歩む秋田市の本格的な史料集です。明治４年の廃
藩置県以来、秋田市は、近世の城下町から近代の都市へ。商業都市・交通
都市・軍事都市・教育都市など多様な顔をもつ都市へと変貌を遂げる様
子、を県公文書館や市役所の所蔵史料を中心に、約680点の史料で描いて
います。
県都にふさわしい行政組織の整備、大区小区制、郡区町村編制法、市制
町村制への変容を丹念に追跡。秋田町を舞台とした自由民権運動や明治天
皇御巡幸の史料をも収めました。
また、遊廓移転問題や兵営敷地問題にゆれる草創期の市政、市の発展に
大きく寄与した奥羽線の開通、日露戦争の影響、苦難の末にこぎつけた上
水道の竣工、そして諸学校の創設などに力点をおいています。

このたび、待望の「近代史料編・上」を
刊行しました。本巻は、秋田市と周辺の
明治期の史料を中心に、約40年間の過程
を三期にわけ、読者のみなさまが理解し
やすい内容構成にしました。
価格は6,000円。市内各書店、市役所

地下の売店、市史編さん室でどうぞ。

水道でつなごう豊かな新世紀水道でつなごう豊かな新世紀

s利き水大会
参加者には花の苗、全問正解者には賞品をプレゼント

s水道に関するアンケート
協力者先着2,000人に花の苗をプレゼント

s水道なんでも相談所

催し物

仮面ライダークウガ
©2000 石森プロ・テレビ朝日

ASATSU D.K・東映



事務所1(866)2100

調理員要請講習会
母子家庭や寡婦のかたで25～50

歳のかたが対象。先着20人。無料。
とき／６月19日(月)から22日(木)ま
での４日間、午前９時～午後５時　
ところ／県母子福祉総合センター
●申し込み ６月12日(月)まで県母
子福祉総合センター1(833)4249

甲種防火管理講習
とき／６月21日(水)と22日(木)の２
日間、午前９時～午後４時30分 と
ころ／文化会館 受講料／5,000円
●申し込み ６月８日(木)まで市防
火安全協会1(823)4100

排水設備工事技術者講習
資格認定試験に向けた講習です。

とき／７月７日(金)午前９時30分～
午後３時　ところ／文化会館　受講
料／6,700円
●申し込み ６月９日(金)まで下水
道部総務課1(864)1411

催し物

糖尿病ウォークラリー
糖尿病治療中のかたとその家族が

対象です。地図を見ながらクイズに
答え、コースを巡ります。無料。
とき／６月４日(日)午前10時30分
～　ところ／金足の小泉潟公園 定
員／先着120人
●申し込み ５月31日(水)まで日本
糖尿病協会県支部の石川計二さん

1(862)3068

地域の皆さんとの交流講習会
木工、手芸・洋裁、Ｔシャツプリ

ント、インターネット体験の講習を
開き、地域のみなさんと交流します。
とき／６月６日(火)午前10時～正午

ところ／県立聾学校　定員／各５人
●申し込み 県立聾学校

1(845)0291

あん摩・はりの無料奉仕
60歳以上のかたが対象。手ぬぐ

いを持って直接会場へどうぞ。
とき／６月11日(日)午前10時～午後
２時30分　ところ／外旭川みのり
公民館　
●問い合わせ 市視覚障害者協会会
長の照井忠さん1(868)3962

さつきまつり
６月８日(木)から10日(土)までの

３日間、文化会館で開きます。
●問い合わせ 市さつき愛好会の小
西金郎さん1(824)2861

金砂神社祭典
園芸コーナーや産地直売、町内婦

人部によるミニバザー、夜店など。
とき／６月11日(日)午前11時～午
後９時
ところ／保戸野金砂町の金砂神社
●問い合わせ 保戸野金砂町西部町
内会長の加藤和子さん1(864)0407

案　内

ボランティア募集
高校生以上のかたが対象。子ども

たちのためにゲームや遊びの企画、
本の読み聞かせなどのお世話をして
ください。活動は主に土・日曜日。
●申し込み 県児童会館

1(865)1161

学習サポーターの募集
男女共同参画を学ぶ基礎講座や暮

らしの問題気づき講座などの事業を
お手伝いしてくれる学習サポーター
を募集しています。定員は30人。
●申し込み ６月８日(木)まで県婦

人会館プラツＬ1(836)7840

採用セミナーと求人説明会
来年３月の学卒者の採用を予定し

ている企業が対象です。
とき／６月２日(金)午後１時30分～
３時(説明会は午後２時30分から)
ところ／ホテルメトロポリタン秋田
●問い合わせ ハローワーク秋田

1(864)4111

秋田県合同就職面接会
来年３月に大学、短大、専修学校

などを卒業予定の学生が対象。求人
一覧の公開や就職相談。直接会場へ。
とき／６月９日(金)午後１時～５時
ところ／秋田ビューホテル
●問い合わせ 県雇用対策室

1(860)2333

組合病院の患者移送
土崎の組合病院から、飯島の新組

合病院までの患者移送を６月１日
(木)に行います。移送中はサイレン
を鳴らしますので、ご了承ください。
移転に伴う休診は５月31日(水)～６
月２日(金)です。新病院の一般公開
は５月28日(日)午前９時から。
●問い合わせ 秋田組合総合病院

1(845)0161
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案内
は
な
金
情
報

●交通事故　　　

●法　　律　　　

●人権・困りごと

●年金・社会保険等

●登　　記　　

６月７日

６月８日

６月15日

６月８日

６月９日

６月13日

(水)

(木)

(木)

(木)

(金)

(火)

午前９時～午後３時

午前９時～正午

午前９時～正午(会場は土崎支所)

午後１時～４時

午後１時～４時

午後２時～４時

市民相談室の無料相談
会場は市役所１階の市民相談室。法

律相談は先着８名で事前に電話予約が

必要です。その他は、当日受け付けし、

相談の順番は抽選で決めます。
●問い合わせ
市民相談室1(866)2039
土 崎 支 所1(845)2265

ワールドゲームズ2001
秋田大会まで

447日
(５月26日現在)

あと

調理員養成講習会

排水設備工事技術者講習

甲種防火管理講習

催し物
糖尿病ウォークラリー

聾学校の地域交流会

さつきまつり

あん摩・はりの無料奉仕

金砂神社祭典

学習サポーターを募集

企業のための採用セミナー

秋田県合同就職面接会

秋田組合病院の患者移送

ワールドゲームズ秋田大会
ボランティア募集中

高校生以上の個人と団体が対象です。
来年８月16日～26日に開かれる秋田ワ
ールドゲームズの大会中と、大会準備期
間中の仕事を手伝ってくれるボランティ
アをそれぞれ募集しています。
市役所１階の市民相談室、土崎・新屋

支所、秋田駅の市民サービスセンター、
市立・茨島体育館、八橋陸上競技場、各
公民館などにある登録申込用紙に必要事
項を書いて、９月30日(土)まで、上記の
各窓口に直接提出してください。
●問い合わせ 秋田ワールドゲームズ
2001組織委員会1(883)0610

児童会館ボランティア募集



北部公民館パソコン教室
ウィンドウズでの表計算など。
とき／６月17日(土)と18日(日)の２
日間、午前９時～午後４時　ところ／
天王町のポリテクセンター秋田　定
員／先着20人　テキスト代／4,000円
●申し込み ６月１日(木)午前８時
30分から北部公民館1(873)4839

母親講座「キャッチボールゼミ」
中学生をお持ちのかたが対象で

す。少年非行や援助交際などについ
て考えます。参加無料。
とき／６月14日(水)から12月まで
に７回、午前10時～正午　ところ／
外旭川地区コミュニティセンター
●申し込み ６月９日(金)まで土崎
公民館1(846)1133

ねむの木学級
からだに軽い障害のあるかたとそ

の家族を対象にした交流の場。無料。
とき／６月８日(木)から11月までに
６回、午後２時～３時30分　
ところ／土崎公民館
●申し込み ６月５日(月)まで土崎
公民館1(846)1133

佐竹史料館の学習講座
「秋田昔むかし」をテーマに秋田藩
の歴史を探ります。
とき／６月９日(金)、16日(金)、23
日(金)の３回、午後１時30分～３時
ところ／県民会館となりのジョイナ
ス　定員／50人　資料代／500円
●申し込み ５月31日(水)午前８時
30分から佐竹史料館1(832)7892

女性学習センターの講座
学生は除きます。会場は楢山の女

性学習センター。③だけ男女とも可、

そのほかは女性が対象。申し込みは
いずれも、６月１日(木)午前９時か
ら女性学習センター1(832)2191
①セルフ・カウンセリング講座＝６
月13日(火)から７月11日(火)までの
毎週火曜日に５回、午後６時30分～。
先着20人。500円 ②古典文学講
座＝６月16日(金)から７月21日(金)ま
での毎週金曜日に６回、午前10時～。
先着20人。1,000円 ③絵手紙講
座＝６月21日(水)午後１時30分～。
先着30人。250円　④ゆかた着付け
教室＝６月21日(水)から７月19日
(水)までの毎週水曜日に５回、午後
６時30分～。先着15人。1,000円

菊作り講習会
直接会場へどうぞ。参加無料。

とき／６月４日(日)午後１時～５時
ところ／西部公民館
●問い合わせ 秋田西部菊花同好会
の鈴木茂男さん1(828)3356

押し花教室
30歳以下のかたが対象。先着15人。

とき／６月14日(水)、28日(水)、７
月12日(水)の３回、午後６時30分
～８時30分　ところ／市勤労青少
年ホーム　教材費／3,000円
●申し込み ５月31日(水)午前９時
から勤労青少年ホーム1(824)5378

遊びリテーション・くらぶ
痴呆などで介護を必要とするかた

とその介護者が対象です。保健婦や
施設の職員がお世話しますので安心
です。お手伝いをしてくれるボラン
ティアも募集しています。
①６月29日(木)＝小泉潟の菖蒲と松
木台温泉　②７月27日(木)＝赤田の
大仏と大内町ぽぽろっこ　③９月７
日(木)＝五城目町朝市と八郎潟ハイ
ツ　④12月14日(木)＝平安閣でわ
くわくクリスマス会
定員／各15組(１組で２回まで) 参加
料／①～③は2,000円、④は2,500円

●申し込み ６月５日(月)から15日
(木)まで、市社会福祉協議会

1(862)7445

テルサ健康トレーニングスクール
18歳以上のかたが対象。体力測

定をし、無理なくトレーニング！
とき／６月７日(水)から７月５日(水)
までの毎週水曜日に５回、午前10
時～正午　ところ／秋田テルサ　定
員／先着10人　受講料／2,900円
●申し込み 秋田テルサ1(826)1800

障害者卓球教室
身体障害者手帳をお持ちのかたが

対象。視覚障害者のかたは除きます。
とき／６月６日(火)から９月５日(火)
までの毎週火曜日、午後６時～８時
ところ／市立体育館
●申し込み 市身体障害者協会

1(866)1341

シェイプアップボクシング
30歳以下のかたが対象。無料。

とき／６月14日(水)から７月12日
(水)までの毎週水曜日に５回、午後
７時～８時30分　ところ／市勤労
青少年ホーム　定員／先着20人
●申し込み ５月31日(水)午前９時
から勤労青少年ホーム1(824)5378

グランドゴルフ体験講習
初心者が対象です。参加無料。

とき／６月３日(土)午前９時30分～
11時30分　ところ／南地区コミセ
ン広場　定員／先着40人
●申し込み 秋田南地区サークル連
合会の桂田四郎さん1(839)5941

労働ガイダンス講座
再就職やパートを希望するかたが

対象。就職の予備知識を学習。無料。
とき／５月31日(木)と６月29日(木)
の２回、午後１時30分～３時30分
ところ／アトリオン３階の研修室
●申し込み 21世紀職業財団秋田
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季節だより

５月18日、楢山・城南園の子どもたちが、お弁当を持って千秋公園までお散歩です。
千秋公園では、青々とした緑と赤や白のツツジがお出迎えしてくれました。

頑張ったご褒美に、ツツジの前でパチリ。
「ぽかぽかして、きもちいいね」「がんばってあるいてきたから、ごはんもおいしいね」。

子どもたちの元気な声が響く千秋公園は、いつにも増してにぎやかです。
桜のあと、ツツジ、藤の花が咲いて、７月になるとお堀の蓮もふくらみ始めます。
暑さが増すごとに木々の色が濃くなり、公園は豊かな緑につつまれます。

日向ぼっこする人、おしゃべりする人、ランチをする人…。ここはやっぱり市民の憩いの場所です。
やわらかな日差しとすがすがしい風。気持ちのいい千秋公園に出かけてみませんか。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

●季節の話題を写真でつづります

城南園の子どもたちも千秋公園のきれいなツツジにご満悦？な様子

広報 ●クイズ●
広報クイズは、毎月第

４金曜日号に掲載してい
ます。よかったら気まま
なひとことをそえて、ど
しどしご応募ください。

●４月のクイズの当選者は
15面に掲載しています。

肺がんや結核の予防、早期発見のために受診しま
しょう。６月１日から各地区で始まる検診は？
「森の巨人たち100選」に選ばれた、仁別国民の森
にある大きな木の名前は？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、６月９日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは５月12日、26日号の｢広報あきた｣の記事中に
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